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１．背景・目的 

近年，我が国では，全国各地で発生している地方の衰退が重要な問題となっている．その主な要因として，

都心部への若者の流出が挙げられ，対策として若者や女性の雇用・育児支援等が実施されているが，併せて住

民の地域への愛着や誇りを育むことも重要であると考えられる．地域への愛着や誇りを育む上で，幼少期から

地域の文化や風土を学ぶことが重要であると考えられる．しかし，地域文化に関わる学校教育においては，座

学中心になりがちであり，授業内容の定着や実際のまちづくり活動への参加を促す効果が期待される「子供の

主体性」を活かした授業 1）や「実際の地域やまちづくりとの連携」を組み込んだ授業 2）はあまり多くない．松

山市の文化の一つである俳句に関する教育においても，対象児童の学年に合わせた副読本を作成するなど，教

育に対して熱心ではあるものの，学校教育においては社会科や国語での座学が中心となっている． 

本研究では，地域文化の振興や継承において，観光社会学や観光地理学の分野で重要性が指摘されている「オ

ーセンティシティ（authenticity）」という概念に着目した．「オーセンティシティ」とは，真正性と訳され，文

化的資源が本物であると認識される特性のことである．そして，このオーセンティシティを確保する社会的プ

ロセスの一つとして，「ホット・オーセンティケーション（hot authentication）」が挙げられる．「ホット・オー

センティケーション」とは，人々の信念に基づき，「文化的資源（モノ，イベント，場所）のオーセンティシテ

ィを創出・維持・補強する主観的・反復的・非公式であるパフォーマティブ（遂行的）なプロセス」3）のこと

を指している．そのため，ホット・オーセンティケーションを促進することによって，住民の地域への愛着や

誇りの醸成が期待される．ホット・オーセンティケーションを促進するための指針として「ホット・オーセン

ティケーションのパフォーマティブ構造（図 1.参照）」が挙げられている 4）． 

本研究は，学校教育において，ホット・オーセンティケーションのパフォーマティブ構造を取り入れた地域

学習プログラムを実施し，地域文化の真正性と地域学習との関

連について実践的に検討することを目的とした．この目的のも

と，松山市内の小学校の総合的な学習の時間の一環として，正

岡子規が松山市内を散策した際の紀行句集である『散策集』を

基にした地域学習プログラムを実施し，本プログラムによる学

びのプロセスについて検証を行った． 

２．プログラム概要 

本研究では，松山市立新玉小学校の 5年生 92名を対象に，2016

年 9 月 29日から同年 11月 13 日の約 1カ月間，同小学校の総合

的な学習の一環として，「正岡子規『散策集』をたどるまちある

き」プログラムを作成・実施した．また，プログラムの実施に

伴い，まちあるきのテキスト（図 2.参照）を作成した．本プロ

グラムで実施した授業の流れ（表 1.参照）は，子規の功績や略

歴，子規の作った俳句について紹介を行った（①ガイダンス）

後に，子規の散策の道のりをたどりつつ，子規の暮らしや子規

が俳句を作った場所，まちの歴史などを学ぶまちあるきを実施

した（②第一回まちあるき）．そして，まちあるきで得た気付き

や学びを他の児童と共有してもらった（③まちあるきの気付き

 

図1. ホット・オーセンティケーションの 

パフォーマティブ構造  

 

図2. 作成したテキスト 
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のポスター発表会）後，子規の道のりをたどりつつ俳句を作成

するまちあるきを実施（④第二回まちあるき）し，児童が作っ

た俳句を発表・鑑賞した（⑤『平成こども散策集』発表会）．こ

れらの授業実施後，地区文化祭や子規に関する博物館において，

児童の作った俳句の展示を行った．また，本プログラムの効果

を検証するため，各授業後に授業の感想を自由記述形式で記述

してもらった他，児童の記入したワークシートを回収した． 

３．プログラム実施結果 

児童の学びを授業の感想やワークシートから検証した結果，

以下のような学びのプロセス（図 3.参照）が確認された． 

子規に関する基礎知識や子規の俳句を学ぶことにより子規に

関する学習意欲を得た（①ガイダンス）上で，子規の気持ちや

当時の町並みを想像しつつ散策することにより，子規の散策や

街並みの変化を知り，地域をより理解し，子規やまちへの関心

が芽生えていることが確認された（②第一回まちあるき）．そし

て，まちあるきで得た気付きや知識を他者と共有することで，

地域への理解がより深まり，地域と自身とのつながりをより感

じていることが確認された．また，地域とのつながりが芽生え

ることにより，再び子規のように振る舞うことへの意欲を得て

いることが確認された（③まちあるきの気付きのポスター発表

会）．さらに，子規の気持ちや当時の町並みを想像しつつ散策し

俳句を作ることにより，子規やまちへの愛着が芽生え，子規や

まちと自身とのつながりが強くなる可能性が確認された（④第

二回まちあるき）．そして，他の児童の俳句を鑑賞することで，

自身の気付きや学びを補足し，地域と自身とのつながりがより

強化される可能性が確認された（⑤『平成こども散策集』発表会）．最後に，子規やまちに関する学習意欲が高

まることに加え，地域の文化を継承することへの意欲を得ていることが確認された． 

４．結論 

以上の結果から，本プログラムの実施により児童の地域や地域文化に対する愛着や誇りの醸成を促す可能性

が示唆された．さらに，「ホット・オーセンティケーションのパフォーマティブ構造」が成り立つ可能性が示唆

された．ただし，今後，本プログラムを本格的に実施していく上では，プログラム実施のための支援の充実や，

学びのプロセスから離脱しかけている児童のサポート方法の検討など，課題も残されており，今後，より効果

的な地域学習プログラムの検証・構築を行うことが重要である． 
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表1. 授業の流れ 

 

 

写真1. まちあるきの様子 

 

図3. 学びのプロセス図 
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